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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅰ．中間決算概要及び通期見通し
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-１．中間決算サマリー

2004年中間期 2005年中間期項　　　目

売上高（千円）

経常利益（千円）

当期純利益（千円）

研究開発投資（千円）

総資産（千円）

純資産（千円）

発行済株式の総数（株）（注２）

一株あたり純資産額（円）（注３）

一株あたり当期純利益（円）（注４）

経常利益率（％）

自己資本比率（％）

５１４，４５６

３３，０１３

１８，８２５

１６，８３３

１，６２４，５５０

１，３２３，３９６

２７，２００

４８，６５４

６９２

６．４

８１．５

（予想値）（注１） （実績）

５７０，０００

３４，０００

２０，０００

１８，０００

－

－

－

－

－

６．０

－

３５８，８５６

△１４５，９４４

△８７，４２８

８２，３４３

１，５３２，０７４

１，２７１，９４９

２７，２００

４６，７６３

△３，２１４

△４０．７

８３．０

対前年度比

７０％

－

－

４８９％

９４％

９６％

－

９６％

－

－

－

比

６３％

－

－

４５７％

－

－

－

－

－

－

－

（注１）予想値は、平成１７年４月２５日の決算発表時に公表した平成１８年３月期中間業績予想数値である。
（注２）期中平均株式数は、分割調整後の株式数を記載。

　　　　２００４年９月期 ： １３，６００株×２＝２７，２００株、２００５年９月期 ： ２７，２００株
（注３）一株あたり純資産額 ：中間期末純資産／中間期末発行済株式数（分割調整後）
（注４）一株あたり当期純利益 ： 中間期純利益／中間期中平均株式数（分割調整後）
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-２．半期業績推移



6

株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-３．事業区分別業績

機器・ｼｽﾃﾑ

汎用チップ

７６％４７％１６９.３４３％２２２.０

７０％１００％３５８.９１００％５１４.４合　計

１０４％２３％８２.５１５％７９.２
商品販売事業

５０％３０％１０７.１４２％２１３.２研究受託事業

比率売上高比率売上高

対前年比(％)２００５年中間期２００４年中間期

（金額単位：百万円）

■ 研究受託事業
　・製薬会社等の大口顧客に対して、ＭＰＥＸ＊等の新技術による治験支援やﾊﾞｲｵﾏｰｶｰの探索を目的とした高感度
　　チップによる受託解析サービスの提案活動を積極的に進めてきたが、受注までは結びつかず、当初予想してい
　　た売上高の４０％と大幅な未達となった。
　 （注＊）ＭＰＥＸ（Multiple Primer Extension on a Chip）：高感度遺伝子検出法でﾊｲﾌﾞﾘ時間の短縮、微量ｻﾝﾌﾟﾙ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 可視化が可能等のﾒﾘｯﾄがある。

■ 汎用チップ
　・前年度比では１０４％と伸びているが、当初予想していた売上高(１０７百万円）に対しては７７％と不振であった。　
　　　　　

■ 機器・システム
　・前期から取り組んでいる事業構造改革に伴い、粗利率の低い機器・ｼｽﾃﾑの受注を減らし、粗利率の高い研究受
　　託、汎用チップの受注に注力したため、売上が対前年度比７６％と大幅に減少した(対予想値比８６％）。

■ 研究受託事業
　・製薬会社等の大口顧客に対して、ＭＰＥＸ＊等の新技術による治験支援やﾊﾞｲｵﾏｰｶｰの探索を目的とした高感度
　　チップによる受託解析サービスの提案活動を積極的に進めてきたが、受注までは結びつかず、当初予想してい
　　た売上高の４０％と大幅な未達となった。
　 （注＊）ＭＰＥＸ（Multiple Primer Extension on a Chip）：高感度遺伝子検出法でﾊｲﾌﾞﾘ時間の短縮、微量ｻﾝﾌﾟﾙ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 可視化が可能等のﾒﾘｯﾄがある。

■ 汎用チップ
　・前年度比では１０４％と伸びているが、当初予想していた売上高(１０７百万円）に対しては７７％と不振であった。　
　　　　　

■ 機器・システム
　・前期から取り組んでいる事業構造改革に伴い、粗利率の低い機器・ｼｽﾃﾑの受注を減らし、粗利率の高い研究受
　　託、汎用チップの受注に注力したため、売上が対前年度比７６％と大幅に減少した(対予想値比８６％）。

１９７．３

７．２

１９０．１

売上高（予想）

2006年3月期2005年中間期2004年中間期

１０４％８２．５７９．２合　計

４７％３．６７．７ｃDNAチップ

７８．９

売上高（B)

１１０％７１．５オリゴチップ

（B)/(A)売上高（A)

伸び率
　区　　　分
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-４．顧客別売上高比率

【日立ソフト】

【販売会社】

【直販】
【直販】 【日立ソフト】

【販売会社】

１０％

６２％

２８％ 　１８％

３２％

５０％
（４０）

ＳＩ事業者 ：㈱野村総研ほか研究所、食品会社等バイオ関連情報機器直販

販社 ：理科研㈱、和研薬㈱

ほか
大学、研究所、製薬
会社等

受託解析サービス、受託チップ、汎用チップ、
ライフサイエンス機器

販売会社

＊ ： 研究受託は日立ソフトか
ら受託

大学等ライフサイエンス機器、

研究受託＊

日立ソフト

備　考顧　客売　上　内　容販売ルート

治験等における受託解析民間企業ほか受託解析サービス、受託チップ、汎用チップ直販

販社 ：理科研㈱、和研薬㈱

ほか
大学、研究所、製薬
会社ほか

受託解析サービス、受託チップ、汎用チップ、
ライフサイエンス機器

販売会社

＊ ： 研究受託契約による大学ほか研究受託＊日立ソフト

備　考顧　客売　上　内　容販売ルート

２００４年中間期２００４年中間期 ２００５年中間期２００５年中間期
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-５．上期決算ハイライト

１．売上高対予想値比６３％

　１．１ 研究受託費の売上が予想値比６５％

　１．３ 汎用チップの売上が対前年度比１０４％、予想値比７７％

　 ・国の公募への提案を進めるとともに、MPEXを用いた治験支援等による製薬会社からの研究受　
　　 託を予定していたが、受注まで至らなかった。

・AceGeneも商品化後４年を経過し、性能、価格面での他社優位性が無くなってきている。
・AceGeneのﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを有効に活用できる機能の拡充を図ったが、完成が8月末と遅れたため、

市場に充分浸透できなかった。
・チップ市場は拡大しているが、需要が網羅型チップから、バイオマーカーの探索を目的とした

高感度チップや抗体チップ等へ広がっている。

２．経常利益△１４６百万円

・国の公募の採択が７月～９月ということで、採択までの期間は自家研究費で対応せざるを得なく
　　なり、研究費の増加により収益を圧迫した。

・売上高の低下、特に利益率の良い研究受託、受託解析サービスの売上高が予想値を大幅に
　　 下回ったため、売上高総利益が大幅に減少した。

　１．４ 機器、システムの売上が対前年度比７６％、予想値比８６％
・事業構造の転換に取り組み、粗利率の低い機器・ｼｽﾃﾑの受注を減らし、粗利率の高い研究
　受託、汎用チップの受注に注力

　１．２ 受託解析サービスの売上は予想値比２５％
　 ・AceGeneの受託解析の売上が期待していたほど伸びず、また、大学、研究所との共同開発による　
　　 バイオマーカーの探索を目的とした高感度チップによる受託解析の提案も受注まで結びつかな
　　　かった。
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-６． 上期赤字転落の主要因
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-７．通期計画について

１１８６０，０００５０，７５２設備投資（千円）

－－７．６経常利益率（％）

－－７．７営業利益率（％）

１８７１３０，０００６９，３６２研究開発費（千円）

－△５５，０８４５４，８０６当期純利益（千円）

－△９２，０００８６，９７７経常利益（千円）

－△９３，１７８８７，７３９営業利益（千円）

１０６１，２０８，８５６１，１４５，６４５売上高（千円）

対前年度比
（％）

２００６年３月期
予想

２００５年３月期
実績項　　　　　目

■　売上高　　　 ：　研究受託事業　→　大学、研究所や製薬会社からの受託解析サービスの増加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 次期共同研究開発着手迄の日立ソフトからの研究受託費の減少
　　　　　　　　　　　 商品販売事業　→　汎用チップ売上は昨年並み

機器・システム等粗利率の低い商品販売からの転換による売上低下

■　営業利益　 ： 研究受託、受託サービス利益率の低下及び自家研究費の増加による利益減少
■　研究開発費 ：　【２００６年３月期主な研究開発投資内容】
　　　　　　　　　　　　　（１）大阪大学、千葉大学とのがん診断チップ開発
　　　 　　　　　　　　　　　　評価用試作チップ作成完了、大学内病院等での評価と改良
　　　　　　　　　　　　　（２）高能力チップの開発（AceGene後継、パスウェイ解析用等）
　　　　　　　　　　　　　　　 産業技術総合研究所、住友ベークライト等との共同研究による高能力新型チップの開発
　　　　　　　　　　　　　（３）血液による生活習慣病、免疫関連疾患診断法の研究（大阪大学、金沢大学等）

■　売上高　　　 ：　研究受託事業　→　大学、研究所や製薬会社からの受託解析サービスの増加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 次期共同研究開発着手迄の日立ソフトからの研究受託費の減少
　　　　　　　　　　　 商品販売事業　→　汎用チップ売上は昨年並み

機器・システム等粗利率の低い商品販売からの転換による売上低下

■　営業利益　 ： 研究受託、受託サービス利益率の低下及び自家研究費の増加による利益減少
■　研究開発費 ：　【２００６年３月期主な研究開発投資内容】
　　　　　　　　　　　　　（１）大阪大学、千葉大学とのがん診断チップ開発
　　　 　　　　　　　　　　　　評価用試作チップ作成完了、大学内病院等での評価と改良
　　　　　　　　　　　　　（２）高能力チップの開発（AceGene後継、パスウェイ解析用等）
　　　　　　　　　　　　　　　 産業技術総合研究所、住友ベークライト等との共同研究による高能力新型チップの開発
　　　　　　　　　　　　　（３）血液による生活習慣病、免疫関連疾患診断法の研究（大阪大学、金沢大学等）

（対前年度比較）
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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅱ．下期予算ハイライト
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-１．下期黒字化プラン
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-２．事業構造の改革

　

　

　

　

　

　
　

　１．研究受託、受託サービス受注への集中と拡大

　　　　　　■　営業体制の強化と製販一体化推進
　　　　　　 ・案件別営業責任者の設定と定期的状況フォローの実施
　　　　　　 ・製販一体となったマーケッティング活動の推進と徹底
　　　　　　　　　～情報と戦略の共有化～

　　　　　　■　受託解析サービスの強化（試料調整～ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ）
　　　　　　　・受託解析の自動化による作業効率向上と、再現性の向上
　　　　　　　・RNA抽出から、統計解析のコンサルティングまで一連のメニューサポート
　　　　　　　・抗体チップ、miRNAチップ作製等受託チップメニューの強化

　　　　　　■　大口顧客の開拓（１千万円／１案件以上）
　　　　　　 ・MPEX＋s‐BIO技術の実績事例で大手製薬・食品会社への提案営業強化

　　　　　　 ・トップセールスの実施

　　　　　　■　治験分野への積極進出
　　　　　　　・これまでの実績事例を基にした治験受託作業プロトコルの提案と適用

　　　　　　　・解析結果データに対するセキュリティ管理の実例紹介
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-３．収益構造の改革

　

　

　

　

　

　
　

「新技術・新製品の開発」　　　

　　■　現行製品の機能向上、サービスの充実
　　　　・AceGeneの感度、定量性向上
　　　　・データベースのアノﾃｰション情報強化等関連サービスの充実

　　■　高付加価値チップの開発と作製
　　　　・遺伝子制御のネットワーク情報であるパスウェイ解析用チップ作製
　　　　・少数遺伝子多数試料向けマルチウェル・チップ作製
　　　　・miRNAチップの作製と受託解析

１．高収益事業への転換

２．材料・解析業務のコスト低減

　　■　チップ作製素材のコスト低減
　　　　・プラスチック基板等高性能で低価格基板の採用
　　　　・産総研との共同開発による新規高品質オリゴの採用

　　■　解析工程の自動化　
　　　　・自動化システムの導入による解析作業コストの低減
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅱ-４．開発体制の改革

　

　

　

　

　
　

１．特定顧客依存からの脱却
　■　　日立ソフト依存からの脱却
　　　　・事業分野の棲み分け
　　　　・他社とのアライアンス推進拡大

　■　　独自ビジネスの積極的拡大
　　　　・テーラーメイド医療に向けた新技術、システムの開発
　　　　　　投薬判断用SNP解析システムの試作
　　　　　　臨床診断チップ（大腸癌、肺癌診断チップ試作版の評価開始）

　■　　国家プロジェクトへの積極的な参加（５プロジェクト）
　　　　主なプロジェクトは、次の通り
　　　　・「平成１７年度独創的シーズ展開事業 」（独立行政法人科学技術振興機構）
　　　　・「平成１７年度地域新生コンソーシアム研究開発事業」（経済産業省関東経済局）
　　　　・「機能性ＲＮＡプロジェクト」（ＮＥＤＯ－社団法人バイオ産業化コンソーシアム）　　

２．医療現場等の下流へのビジネス展開に向けた体制
■　　治験対応の体制作り

■　　臨床現場に合った新製品・新技術開発の体制作り
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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅲ．中期ビジョン
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-１．DNAチップ市場動向

（出典：日経１００品目シェア）
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-２．日本の研究環境
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Ⅲ-３．新しいＤＮＡチップの開発 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ‐４．チップ開発のこれまでと計画

次期酵母、ヒト、
マウスオリゴ
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Ⅲ-５．ﾃｰﾗｰﾒｲﾄﾞ医療時代への対応 株式会社ＤＮＡチップ研究所
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-６．例題１　生活習慣病（糖尿病）

予備軍を見つけ生活指導する
遺伝子変異による素因を調べる（SNP等）
生活習慣のモニタリング
　　（肥満、運動不足、ストレス、高齢化等）
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Ⅲ-７．例題２　癌 株式会社ＤＮＡチップ研究所

がん患者数は約３００万人

上記の＝以降はいずれもＤＮＡチップの出番
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ‐８．がん診断チップ開発計画
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-９．研究開発・国家ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへの取組み
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ-１０．共同研究　
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株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ‐１１．特許戦略



28

株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅲ‐１２．ＤＮＡチップ研究所の姿勢１
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Ⅲ-１３．ＤＮＡチップ研究所の姿勢２ 株式会社ＤＮＡチップ研究所


